
広
　
報ひ

な
た

ふ
れ
る
・
つ
な
が
る

ＪＡ長崎せいひ

Vol.249
Monthly JA Magazine
2026 March3

花
の
あ
る日

常



食と農の
担い手

●�

ど
ん
な
花
を
栽
培
し
て
い
ま
す
か
？

　

ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
、
ス
ト
ッ
ク
、
ブ
プ
レ
リ
ウ

ム
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

●�

就
農
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

も
と
も
と
、
何
か
も
の
づ
く
り
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
研
修
の
募
集
を

見
つ
け
、
農
業
で
農
作
物
を
一
か
ら
自
分
の
手
で

作
っ
て
み
た
い
と
考
え
、
就
農
し
ま
し
た
。
今
年
で

就
農
し
て
８
年
目
に
な
り
ま
す
。

●��
栽
培
す
る
う
え
で
、
特
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
？

　
お
客
様
に
、
一
番
良
い
状
態
の
花
が
届
く
よ
う
に

す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
温
度
管
理
や
病

害
虫
の
防
除
な
ど
、
日
々
の
管
理
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。

●�

こ
れ
ま
で
に
苦
労
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
天
候
は
毎
年
変
わ
る
た
め
、
同
じ
や
り
方
を
し
て

も
同
じ
品
質
の
花
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
年
ご
と
の

気
候
に
合
わ
せ
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

も
の
を
作
る
点
が
一
番
の
苦
労
で
す
。

●�

ど
ん
な
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

　
「
き
れ
い
な
花
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、「
思
っ
た
以
上
に
日
持
ち
し
て
、
長
く
飾
れ
ま

し
た
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
、
や
っ

て
い
て
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

●�

花
き
農
家
と
し
て
の
思
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
花
は
、
他
の
農
産
物
と
比
べ
る
と
必
需
品
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
暮
ら
し
に
彩
り
を

添
え
、
日
常
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
、
と
て
も
素
敵

な
存
在
で
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
、
ご
自
宅
に
飾
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

奥
野
さ
ん
、

�

教
え
て
く
だ
さ
い
！

\ 農業に関するご相談を受付中 ! /　JA 長崎せいひ担い手支援センター TEL：095-825-5601

こ
と
の
う
み
花
き
部
会

奥
野 

貴
博 

さ
ん
（46）

　
琴
海
地
区
で
花
き
を
栽
培
す
る
奥
野
さ
ん
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。
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◇
ど
う
し
て
「
花
」
で
は
な
く

　「
花
卉
（
か
き
）」
と
呼
ぶ
の
か
？

　
「
花
卉
」
は
「
花
」
と
「
卉
」
の
二
つ
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
観
賞
植
物
と
い
う
意
味
で
、

「
卉
」
は
「
花
」
に
対
す
る
修
辞
（
飾
り
）
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
蔬
菜
（
そ
さ
い
）
が
野
菜
と

い
う
呼
び
方
に
変
わ
っ
た
と
き
に
、
花
卉
も
わ
か
り

や
す
い
言
葉
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
良
い
案
が
な

か
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

◇
花
言
葉

　

令
和
７
年
１２
月
号
に
花
を
長
持
ち
さ
せ
る
方
法
を

記
載
し
た
の
で
、
今
回
は
花
言
葉
に
つ
い
て
少
し
解

説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
は「
優
美
」「
感
謝
」「
す

が
す
が
し
い
美
し
さ
」、ス
ト
ッ
ク
は
「
愛
の
絆
」「
豊

か
な
愛
」
な
ど
。
花
言
葉
と
は
、
花
の
色
や
形
、
そ

の
植
物
が
持
つ
性
質
な
ど
か
ら
、
植
物
の
品
種
や
色

別
に
付
け
ら
れ
た
意
味
を
持
つ
言
葉
の
こ
と
で
す
。

　

花
言
葉
が
作
ら
れ
た
最
大
の
理
由
は
、「
言
葉
で

◇
花
き
部
会
と

　
オ
ン
ラ
イ
ン
品
評
会

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
見
て
い
た
だ
け
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？ 

昨
年
の
８
月
上
旬
に
は
、
菊
を
栽
培
し
て

い
る
生
産
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
菊
の
オ
ン

ラ
イ
ン
品
評
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年

３
月
に
は
草
花
の
オ
ン
ラ
イ
ン
品
評
会
を
開
催
し

ま
す
！

　

普
段
の
品
評
会
で
は
、
行
政
の
担
当
の
方
や
Ｊ
Ａ

の
職
員
が
審
査
を
行
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
品
評

会
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
を
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
、

消
費
者
の
皆
様
の
目
線
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
広
報
誌
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

オ
ン
ラ
イ
ン
品
評
会
の
前
に
は
、
部
会
の
方
や
花

卉
栽
培
の
風
景
を
投
稿
し
て
い
ま
す
。
農
家
の
方
の

花
へ
の
思
い
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
動
画
の
長
さ
に
は
限
り
が
あ
る
の

で
紹
介
は
一
部
と
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
映
像
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

伝
え
に
く
い
想
い
や
感
情
を
花
に
託
す
た
め
」。
花

言
葉
の
決
定
に
は
明
確
な
公
式
ル
ー
ル
や
決
定
機
関

は
な
く
、長
い
年
月
を
か
け
て
自
然
に
広
ま
り
、人
々

の
間
で
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
に
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話
や
伝
説
由
来
の
面
白
い
も

の
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

花
き
と
Ｊ
Ａ
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
あ
れ
こ
れ

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ストック トルコキキョウ

動画はこちらから
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農
報
特
集
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
管
内
の

出
来
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

　
１
月
１７
日
、
三
重
、
長
与
、
多
良
見
、
琴
海
、
時
津
の
５
支
店
合
同
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
感

謝
祭
２
０
２
６
」
を
長
与
支
店
で
開
き
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
お
肉
や
お
米
な
ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
を
は
じ
め
、
女
性
部
に
よ
る
豚
汁

や
ぜ
ん
ざ
い
、
お
菓
子
、
味
噌
等
の
販
売
、
野
菜
の
詰
め
放
題
な
ど
多
彩
な
催
し
を
展
開
。

来
場
者
は
買
い
物
や
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
農
産
物
の
即
売
会
や
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、
終
始

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
感
謝
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
１２
月
２０
日
、
東
長
崎
支
店
で
３
支
店
合
同
の
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
を
開
き
ま
し
た
。
直
売
所
「
ふ
れ
あ
い
市
東
長
崎

店
」
が
隣
接
す
る
会
場
に
は
、
ま
つ
り
を
楽
し
む
来
場
者

と
直
売
所
を
訪
れ
る
多
く
の
買
い
物
客
が
集
ま
り
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
み
か
ん
や
タ
マ
ネ
ギ
の
詰
め
放
題
を
は
じ

め
、
女
性
部
に
よ
る
豚
汁
の
ふ
る
ま
い
、
子
ど
も
も
楽
し

め
る
農
業
食
育
ク
イ
ズ
や
輪
投
げ
で
お
菓
子
が
も
ら
え
る

催
し
な
ど
を
実
施
。
農
産
物
品
評
会
に
は
、
野
菜
や
果
物
、

花
、
加
工
品
な
ど
が
出
品
さ
れ
、
会
終
了
後
の
展
示
即
売

会
で
は
多
く
の
来
場
者
が
買
い
求
め
ま
し
た
。

　
つ
き
た
て
餅
の
販
売
に
は
開
場
直
後
か
ら
長
蛇
の
列
が

で
き
る
な
ど
、
ま
つ
り
終
了
ま
で
多
く
の
人
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

５支店合同　JA感謝祭 2026

ふれあいまつり盛況
３支店合同で実施

農産物即売会のようす農産物即売会のようす

大人気  野菜の詰め放題大人気  野菜の詰め放題

もちつきには子どもたちも参加もちつきには子どもたちも参加

豚汁やぜんざいなど温かい食べ物も豚汁やぜんざいなど温かい食べ物も

農産物即売会農産物即売会

袋に野菜ぎっちり 温かい豚汁めしあがれ♪ 力強いもちつき
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Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

Ｊ
Ａ
感
謝
祭
２
０
２
６

品種・品目 支店名 名　前
【花卉の部】

金　賞 ディスパッドマム 東長崎 野口　栄孝
銀　賞 輪菊（神馬） 東長崎 若杉　義文

銅　賞
金魚草（ピンク） 長崎中央 浦川　　博

小菊 東長崎 城戸　ヨシミ
南天 東長崎 平尾　保美

【柑橘の部】
金　賞 温州みかん 東長崎 井手果樹園
銀　賞 不知火 東長崎 井手　信子
銅　賞 キウイ 東長崎 松尾　隆治

【いもの部】
金　賞 里芋（赤） 東長崎 泉田　直美

銅　賞 甘藷 東長崎 入江　克己
馬鈴薯 長崎中央 浦川　ヤス子
【葉果菜の部】

金　賞 キャベツ 東長崎 平尾　保美
銀　賞 かつお菜 東長崎 泉田　喜代子
銅　賞 ほうれん草 東長崎 城戸　護

【根菜の部】
金　賞 赤カブ 東長崎 松尾　みどり
銀　賞 大根 東長崎 清水　康徳
銅　賞 人参 長崎中央 浦川　ヤス子

【いちごの部】
金　賞 ゆめのか 東長崎 林田　一枝

銀　賞 ゆめのか 東長崎 加世堂　誠
ゆめのか 東長崎 野口　公俊

銅　賞 ゆめのか 東長崎 木村　万緒

品種・品目 支店名 名　前
【みかんの部】

一等賞
大津４号 長与 山口　愛
大津４号 多良見 山内　重幸
青島 長与 永冨　英二

二等賞
青島 多良見 松尾　政彦

大津４号 長与 森　泰三
青島 茂木 峰　庄吉

三等賞

青島 多良見 橋本　泉
青島 多良見 佐々木　哲夫
大津４号 多良見 小林　信武
大津４号 多良見 山崎　洋子
青島 時津 水口　直喜
【施設中晩柑の部】

一等賞 不知火 時津 髙石　好博
せとか 長与 谷川　義浩

二等賞 津之輝 琴海 山本　正廣

三等賞 不知火 琴海 前田　衛
津之輝 琴海 中山　忠昭
【露地中晩柑の部】

一等賞 不知火 長与 山口　直輝

二等賞 津之望 琴海 林　春治
はるか 長与 川瀬　喬平

三等賞
津之望 時津 山下　チサノ
不知火 長与 白崎　純範
ポンカン 長与 山口　弘

【花卉の部】

一等賞
輪菊（神馬） 日吉 岩目後　政明

トルコキキョウ（ボヤージュアプリコット） 琴海 横尾　純一
赤小菊 太陽の郷 若杉　信一

二等賞
金魚草 三和 松浦　美喜枝
ストック 三和 松浦　行信
スターチス 太陽の郷 坂本　哲也

三等賞

ユーカリ（グニー） 多良見 木下　義美
ストック（アイアンチェリー） 琴海 横尾　純一
金魚草（レジュイエロー） 琴海 横尾　純一
水仙　はかま付 三和 柴原　恵
カーネーション ふれあい東長崎 田川　美保子

☆出品数　808点

品種・品目 支店名 名　前
【農産加工品の部】

金　賞

その他漬物にんにくしそ漬け ふれあい東長崎 原口　多賀子
その他加工品柚子胡椒 長崎中央 浦川　ヤス子
ジャム類いちご 東長崎 城戸　和代

みそ 西浦上 山口　喜美子

銀　賞

みそ漬け ふれあい東長崎 原口　多賀子
梅干 古賀 本田　るみ子

つくだに類生姜 古賀 小山　ひろ子
なめみそ類 東長崎 城戸セツ子（中尾）
うりの粕漬 古賀 森　チトエ
梅干 古賀 其田　ヒテ子

菓子類生姜糖 東長崎 城戸　和代
らっきょう漬 西浦上 村上　田鶴子

つくだに類しその実 西浦上 平川　千恵子

銅　賞

みそ 東長崎 松尾　英子
なめみそ類 古賀 渡辺　のり子
みそ漬け生姜 東長崎 泉田　喜代子
梅干 東長崎 井手　順子

その他漬物大根 東長崎 中村　富士香
その他漬物生姜 ふれあい東長崎 山田　フジ子
らっきょう漬 東長崎 田中　美砂子

ジャム類マーマレード 東長崎 城戸　ヨシミ
菓子類甘夏皮ピール 長崎中央 八田　タツヨ
菓子類栗羊羹 長崎中央 八田　タツヨ

ジャム類ブルーベリー 古賀 増田　朝枝
その他漬物紅生姜 東長崎 田中　美砂子
その他漬物生姜 戸石 里　まゆみ

☆出品数　409点

品種・品目 支店名 名　前
【いちごの部】

一等賞
ゆめのか 東長崎 林田　一枝
ゆめのか 日吉 溝口　譲
ゆめのか 日吉 峯　由美

二等賞
ゆめのか 日吉 山﨑　義秀
恋みのり 日吉 田川　謙二
ゆめのか 東長崎 林田　一枝

三等賞

ゆめのか 日吉 野口　澄廣
ゆめのか 日吉 山﨑　義秀
ゆめのか 日吉 峰　竜太郎
ゆめのか 日吉 溝口　譲
恋みのり 日吉 峯　渡
【野菜・直売所の部】

一等賞

大根 ふれあい東長崎 清水　康徳
不知火 じげもん長与 山口　直輝
かぼちゃ グリーンセンター 廣田　スナエ
かぶ 太陽の郷 若松　春美
ゆうこう 夕陽が丘そとめ 松岡　信道

二等賞

白菜 ふれあい住吉 野口　レイ子
ポンカン 太陽の郷 山口　億孝
キャベツ じげもん長与 白崎　嘉保
紅八朔 夕陽が丘そとめ 鶴田　安明

ミニトマト 琴海 瀬戸口　義人

三等賞

人参 ふれあい東長崎 泉田　喜代子
ほうれん草 太陽の郷 山下　小百合
トマト じげもん長与 田平　智子
九条ねぎ じげもん長与 堀部　恵子

ブロッコリー ふれあい時津 松永　亨司
キャベツ ふれあい時津 高石　好博
大根 夕陽が丘そとめ 浜本　コノ
【農産加工品の部】

一等賞 梅干し 三和 松浦　ヒロミ
みそ（麦） 三和 小川　直子

二等賞
その他漬物（生姜） 三和 渡邊　登美子
ジュース類（シソ） 三和 峰　里江
らっきょう漬 三重 小方　和子

三等賞

みそ（米） 伊木力 山崎　カズ子
みそ（合） 三重 小方　和子

乾燥食品（ブドウ） 三重 森口　礼子
その他漬物（大根の酢漬け） 三和 浦井　好
なめみそ（鉄火みそ） 三重 増村　あつ子

イ
ベ
ン
ト
別 

品
評
会
結
果
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１
月
１９
日
、
長
崎
市
が
制
定
す
る
「
食
卓
の
日
（
毎
月

１９
日
）」
に
合
わ
せ
、
長
崎
市
役
所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
管

内
産
の
い
ち
ご
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、長
崎
市
産
の
い
ち
ご「
ゆ
め
の
か
」を
使
っ

た
デ
ザ
ー
ト
と
し
て
「
長
崎
い
ち
ご
の
ハ
ニ
ー
ミ
ル
ク
プ

リ
ン
」
と
、
ゆ
め
の
か
２
粒
を
特
別
ラ
ン
チ
と
し
て
数
量

限
定
で
提
供
。
甘
み
と
程
よ
い
酸
味
が
特
徴
の
ゆ
め
の
か

は
、
来
庁
者
や
市
職
員
か
ら
好
評
を
集
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
堂
前
で
は
い
ち
ご
の
即
売
会
も
実
施
し
ま
し

た
。
昼
休
み
の
時
間
帯
を
中
心
に
多
く
の
人
が
訪
れ
、
用

意
し
た
い
ち
ご
は
完
売
。
管
内
農
産
物
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
の
駅 

夕
陽
が
丘
そ
と
め
は
１２
月
１３
日
、「
ゆ
う
こ
う・

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
を
開
き
、
産
地
な
ら
で
は
の
特
産

Ｐ
Ｒ
で
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
外
海
地
区
で
栽
培
さ
れ
る
香
酸
か
ん

き
つ
「
ゆ
う
こ
う
」
の
認
知
拡
大
を
目
的
に
毎
年
開
催
。

今
年
は
来
場
者
へ
ホ
ッ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
無
料
配
布
や
ゆ
う

こ
う
を
１
個
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
地
域
の
味
を
気
軽
に
楽
し

め
る
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
部
三
重
支
部
が

地
元
食
材
で
つ
く
っ
た
豚
汁
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
、
冬
の

冷
え
込
む
時
期
な
ら
で
は
の
温
か
い
も
て
な
し
で
来
場
者

を
迎
え
ま
し
た
。

いちごのデザートをランチに

ゆうこう・ふるさとまつり

野
菜
の
収
穫
に
取
り
組
む
児
童
ら
野
菜
た
っ
ぷ
り
、カ
レ
ー
と

シ
チ
ュ
ー
づ
く
り

　
女
性
部
の
西
彼
支
部
・
西
海
支
部
・
大
瀬
戸
支
部
は
１

月
１９
日
、
西
海
市
立
西
海
小
学
校
で
食
農
教
育
活
動
を
行

い
、
３
年
生
児
童
と
一
緒
に
校
舎
横
の
畑
で
野
菜
の
収
穫

作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
畑
は
、
同
女
性
部
員
と
児
童
ら
が
９
月
に
植
え
付

け
を
行
っ
た
も
の
で
、ニ
ン
ジ
ン
、ダ
イ
コ
ン
、カ
ブ
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　
収
穫
後
は
、
女
性
部
員
の
協
力
の
も
と
、
採
れ
た
て
の

野
菜
を
使
っ
て
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
を
調
理
。
５
月
に
花

壇
で
野
菜
の
植
え
付
け
を
体
験
し
た
２
年
生
も
加
わ
り
、

み
ん
な
で
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
「
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
野
菜
は
お
い
し

い
」と
笑
顔
で
話
し
、農
業
や
食
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

収
穫
・
調
理
を

女
性
部
員
と
一
緒
に

女
性
部
大
西
海
ブ
ロ
ッ
ク

温かい豚汁の配布 ホットジュースを飲む来場者

提供されたデザート提供されたデザート
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　全正組合員さん宅を訪問する「ふれあい訪問活動」を全支店で実施し、組合員の皆様から多数のご意見・ご要
望をいただいております。
　今回は令和７年７月から 12 月にかけて実施した結果について、その一部をご紹介いたします。
　これからも「ふれあい訪問」の折には是非、職員に「組合員の皆様の声」をお聞かせ下さい。

〈質問〉�土地の管理を市に委託する手続きをしようとしたら農協の根抵当権が付いており、このままでは出来
ないと市役所から言われた。どのように進めたらよいか。（西海支店）

〈回答〉�過去の取引にかかる根抵当権が抹消されていないものと思われるので、西海支店に来店頂き、もう一
度詳しい内容を担当者に伝えて頂ければ、これからの手続きについてご説明します。

〈質問〉�正組合員さん宅に訪問したところ、正組合員であることの認識がなく、脱退されていると思われていた。
（西浦上支店）

〈回答〉	� 少額（３口）ではありますが出資は残されており正組合員資格のままとなっていました。出資金につ
いては毎年ハガキでお知らせしており、ハガキを見られていないものと思われます。

	� その旨説明し、「今後ともよろしくお願いします。何かあればいつでもご連絡下さい。またお尋ねします」
とお伝えしました。

〈質問〉連続日誌の５年～ 10年の日誌は取り扱っているか。（大瀬戸支店）

〈回答〉�５年～ 10 年日誌はお取り扱いがございませんが、３年日誌はお取り扱いがございます。日記の始まり
は１月になっていますので、購入される場合にはご連絡下さい。

〈質問〉�窓口で若い職員から年金の受取り変更をお願いされたので、来週書類をもって変更に行くつもりだが、
必要書類は何か。（三和支店）

〈回答〉�年金受取り変更には、年金の受給番号がわかる年金にかかるハガキ等と年金を受け取るための当 JA の
通帳と印鑑が必要です。担当者より電話しその旨ご説明しました。

〈意見〉�式見のATMが無くなり、ますます不便になる。式見近隣（手熊）の組合員への周知がされていないの
ではないか。（西浦上支店）

〈回答〉�ご不便をおかけしていること、お詫び申し上げるとともに、代替措置として、キャッシュカードであれば、
ゆうちょ銀行の ATM で利用可能であることをご説明しました。また周辺組合員の皆様への周知につい
ては、１月配布の「ひなた」に折り込みで移動金融車の運行と併せて周知することをご説明しました。

〈意見〉�肥料・農薬はコメリが安い。（琴海支店）

〈回答〉�JA ではその作物の状況に応じて最も適した肥料・農薬をお勧めしております。価格だけならジェネリッ
ク商品もありますのでご相談下さい。

〈相談〉 �実行組合の集会に参加した折、自治会員で共有の不動産（山林）について、相続が発生しているが、所
有権の所在が煩雑で困っている。開発や売買などを検討している。（長崎中央支店）

〈回答〉�一般的な相続問題については支店で相談に応じておりますし、不動産の開発、売買については、当 JA
子会社の協同ライフ長崎でも業者あっせんなど含めて相談を受け付けております。ご用命があれば、
先ずは支店長までご相談下さい。

ふれあい訪問活動 組合員の皆様の 声
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○摘果・袋掛け
　�摘果及び袋掛けは、寒害や病害虫被害果がなく、色が濃く
丸みを帯びた果実を１果房あたり４～３果を残すように
します。
　�袋を多く掛けすぎると小玉果の増加や白紋羽病の発生を
引き起こす場合がありますので注意が必要です。
　�また、袋掛け前に腐敗対策として必ずベルクート（水）
1,000倍の散布を行ってください。

○凍害対策
　�今年の冬は、暖冬傾向ではありますが園地によって氷点下
の気温が長時間続いた場合、生育の進んでいた幼果の種子
は凍死している可能性があります。
　�しかし、園地の立地や生育速度次第で生存していることも
考えられますので、次の管理を行ってください。
　①�当面は、そのままの状態で果実の状態を観察し、被害果
の判別ができるようになってから正常果を残し、被害果
をせん除する。

　②�寒害後に開花し幼果となった果実及び寒害を免れた幼
果は、通常通り袋掛けを行う。

　③�寒害を免れた幼果の生果率を高めるために、殺菌剤を散
布する。

ベルクート水和剤�� 1,000倍 使用回数　３回以内
収穫７日前まで

スコア顆粒水和剤�� 4,000倍 使用回数　３回以内
収穫21日前まで

　④�寒害により果房全体が死んでいる場合は、４月中旬頃か
らせん除してください。早期にせん除した場合は、翌年
産の花が早くなり寒害を受けやすくなってしまいます。

　⑤�幼果が凍死している場合は以下のような特徴が見受け
られます。特に果実肥大が進んでいた幼果ほど被害を受
けている可能性が高いです。はさみを使って幼果を半分
にし、種子の色を確認してください。

外　観
①幼果全体の色が白い
②もうじが無くツルツルしている
③果実肥大が鈍い

内　観 ①種子の色が黄緑ではなく黒色で萎びている

【柑橘】
　３月は春肥の施用・苗木の定植など作業が重なる時期になり、令和８年産に向けた管理が本格化します。高品質果実の生産
に向け計画的に作業を実施しましょう。

○春肥の施用
　�春肥の施用は、春芽の伸長・緑化・花・幼果の充実のために行います。地温が13℃以上になると肥料が土壌中に吸収されま
すので、地温が上がる３月上旬までに施用しましょう。

品種名 施用時期 肥料名 施肥量（10a当）
極　早　生 ３月上～中旬 みかんエコスター（みかん1号） 4.0袋（5.0袋）
早　　　生

３月中～下旬 みかんエコスター（みかん1号） 3.5袋（4.5袋）
中生・普通・させぼ
高糖度系 ４月上旬 みかんエコスター（みかん1号） 4.5袋（5.5袋）

不　知　火 ３月上旬 中晩かん用 3.5袋

○葉面散布
　�樹勢回復が間に合っていない園では、春肥に加えて３月下旬から発芽期前後に窒素主体の液肥を７～ 10日間隔で３回程度葉
面散布してください。樹勢回復および新梢や花器への養分供給が期待できます。

○苗木の定植
　�苗木を植え付ける場合は根の乾燥に注意しましょう。植え付け時に根が乾燥すると、初期成育の悪化を招きます。根を水に
つけておくか、直前まで乾燥しにくい場所に仮植しておきましょう。傷んだ直根がある場合はハサミで切除し、細根は残し
た状態にします。そして、絡まった根をほぐしながら、広げて植え付けを行います。深く植えすぎると枯れこみや台芽が発
生しやすくなるため、接木部が地上に出るように注意してください。また、定植後は、十分な量のかん水を行います。

【露地びわ】

果　樹（総合） 南部営農センター 三和統括支店駐在
峰　真之祐

３月の営農情報

肥料・薬剤のお問い合わせは、最寄りの経済店舗までお願いいたします。

スコア顆粒
水和剤

ベルクート
水和剤

今回紹介した薬剤・肥料

上は正常果
下は寒害被害果

低温により
種子が凍死すると
果実は肥大しない

みかん
エコスター みかん１号
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月 旬 作型 主要作業 作業の要点

１月 下旬

２月

上旬

中旬

下旬

３月

上旬

中旬

下旬

４月

上旬

中旬

下旬

５月

上旬

中旬

下旬

６月

上旬

中旬

下旬

春収穫ばれいしょ

野　菜 南部営農センター 日吉経済店舗駐在
谷口　晃一

肥料・薬剤のお問い合わせは、最寄りの経済店舗までお願いいたします。

葉面散布剤
メリット青

ダイナミック
エコスター

フロンサイド
水和剤

ゴーゴーサン
細粒剤

今回紹介した薬剤・肥料

完熟堆肥

最寄りの
店舗に
おたずね
ください

畑の
カルシウム

土づくり
病害種いもの除去
種いも消毒

種いも切断

植付準備
栽植密度

植付

中耕・除草・培土

マルチ

芽出し

芽かぎ

病害虫防除

①施肥　　pHが低い圃場は畑のカルシウムを10kg ／ 1a施用
種いも量：20kg ／ 1a
②種いも消毒
消毒の注意事項
・未萌芽の種いもを切断しないで処理
・消毒後は風通しの良い日陰で速やかに乾かす

種いもは１片30～ 40gに切断する

畝立て
１条植　株間22～ 25cm　畝幅60～ 65cm　通路幅25～ 30cm
約650株／ 1a

切口を下にして種いもが隠れる程度に覆土
（寒害の恐れがある圃場では腐敗防止のため種いもは地表から10cm程
度の深さにする）

※マルチ前に深めに中耕しておく

③マルチ前除草剤散布
萌芽始め頃、降雨後湿り気のある時に行う。透明か黒マルチを使用

萌芽後マルチを破って芽出しを行う
芽出しが遅れると、芽が焼け欠株になるので注意する

萌芽後勢いの良い健全な茎を２～３本残す
（べたがけ資材などを使用し早期出荷を図るとともに霜害を防ぐ。霜害
後は生育回復を図るために葉面散布剤メリット青500倍を10ℓ／ 1a
に２～３回散布する）

予防防除
同一薬剤の連用は避け、他剤とローテーション散布を心がける
長雨が続く時は、疫病が発生しやすいので定期的な防除を行う

収穫後の茎葉、くずいもは圃場外へ出す

①施　肥	 完熟堆肥：200kg／1a
	 ダイナミックエコスター：16kg／1a

②種いもの消毒	 フロンサイド水和剤
	 100倍希釈剤へ瞬間浸漬

③除草剤散布	 ゴーゴーサン細粒剤
	 400 ～ 600g／1a
	 全面土壌散布

植 

　
付

収
　
穫

マ
ル
チ
被
覆
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ひとりごと担当者の

共
済
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

金
融
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

葬
儀
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

Ｊ
Ａ
の
終
身
共
済
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

将
来
の
こ
と
を
考
え
た
と
き
、「
も

し
も
の
備
え
」
は
、
早
す
ぎ
て
も
遅
す

ぎ
て
も
不
安
に
な
る
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
終
身
共
済
は
、
そ
ん
な
不
安

に
寄
り
添
い
、
一
生
涯
に
わ
た
っ
て

万
一
に
備
え
ら
れ
る
保
障
で
す
。

　
ご
自
身
の
た
め
に
、
そ
し
て
大
切
な

ご
家
族
の
た
め
に
。

　
今
の
暮
ら
し
に
合
っ
た
備
え
を
、
少

し
ず
つ
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
Ｊ
Ａ
の
終
身
共
済
は
、
働
き
盛
り
の

間
は
保
障
を
手
厚
く
し
、
共
済
掛
金
の

払
込
が
終
了
し
た
後
も
、
一
生
涯
保
障

が
続
く
仕
組
み
で
す
。

　
１３
種
類
の
特
約
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
払
込
終
了
後
に
年

金
へ
移
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
柔
軟
な
備
え
が

で
き
る
点
も
特
長
で
す
。

一
時
払
い
終
身
共
済

― �

生
前
贈
与
の
機
能
を
プ
ラ
ス
し
た
、
一
生

涯
の
万
一
の
保
障 

―

　
１５
歳
か
ら
７５
歳
ま
で
の
方
が
ご
加
入

い
た
だ
け
る
プ
ラ
ン
で
、
生
存
給
付
金

を
生
前
贈
与
と
し
て
活
用
で
き
る
ほ
か
、

死
亡
共
済
金
は
相
続
対
策
と
し
て
も
役

立
ち
ま
す
。

　
医
師
に
よ
る
診
査
は
不
要
で
、
簡
単

な
告
知
の
み
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
る

点
も
安
心
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
は
、

・�

相
続
人
１
人
に
つ
き
５
０
０
万
円
ま

で
の
非
課
税
枠
を
活
用
し
た
節
税
対

策
・�

死
亡
後
す
み
や
か
に
共
済
金
を
受
け

取
れ
る
納
税
資
金
対
策

・�

死
亡
共
済
金
が
受
取
人
固
有
の
財
産

と
な
る
遺
産
分
割
対
策

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
備
え
と
し
て

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
受
緩
和
型
終
身
共
済

― 

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
も
ご
加
入
し
や
す

い
、
一
生
涯
の
万
一
の
保
障 

―

　
１８
歳
か
ら
８０
歳
ま
で
ご
加
入
い
た
だ

け
る
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
通
院
中
の
方
や

病
歴
の
あ
る
方
も
、
簡
単
な
告
知
で
お

申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
生
涯
に
わ
た
り
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
際
の
保
障
を
確
保
で
き
る
た

め
、「
今
か
ら
で
も
備
え
た
い
」
と
い

う
思
い
に
応
え
る
共
済
で
す
。

　
人
生
の
節
目
や
、
ご
家
族
の
こ
と
を

考
え
た
と
き
。

　
Ｊ
Ａ
の
終
身
共
済
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
暮
ら
し
を
支
え
る
備
え
と
し
て
お
役

立
て
い
た
だ
け
ま
す
。

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
元
年
の
春
に

　

２
０
２
４
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
は
、
長
期
・
積
立
・

分
散
投
資
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
と

し
て
、
多
く
の
方
に
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
３
月
は
新
年
度
の
準
備
が
進

む
時
期
で
も
あ
り
、
将
来
に
向
け
た

資
産
形
成
を
始
め
る
に
は
絶
好
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
非
課
税
で
保

有
で
き
る
枠
が
拡
大
し
、
よ
り
柔
軟

に
投
資
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

「
こ
れ
か
ら
投
資
を
始
め

た
い
」「
老
後
資
金
を
計
画
的
に
準
備

し
た
い
」
な
ど
、
お
客
さ
ま
一
人
ひ

と
り
の
目
的
に
合
わ
せ
た
選
択
肢
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
初
め
て
の
方
に
も

分
か
り
や
す
く
、
安
心
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。 

こ
の
春
、
資
産
形
成
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
彼
岸
に
は
何
を
す
る
の
？

　
一
般
的
に
は
、
お
墓
参
り
を
し
た
り
仏

壇
の
掃
除
を
し
て
お
供
え
を
し
た
り
、
お

寺
で
は
彼
岸
会
（
ひ
が
ん
え
）
と
言
う
法

要
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
参
加
し
て
供
養

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
お
彼
岸
の

期
間
は
ご
先
祖
様
を
供
養
す
る
大
切
な
時

期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
彼
岸
は
年
に
２
回
あ
り
ま
す
が
、
３

月
「
春
分
の
日
」
を
中
日
と
す
る
前
後
３

日
間
、秋
の「
秋
分
の
日
」を
中
日
と
す
る

前
後
３
日
間
で
す
。
春
彼
岸
、
秋
彼
岸
と

も
に
合
計
７
日
間
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
春
分
の
日
と
秋
分
の
日
に
は
、
太
陽
が

真
東
か
ら
昇
っ
て
真
西
へ
沈
み
ま
す
。
仏

教
の
世
界
で
は
「
ご
先
祖
様
が
い
る
彼
岸

（
ひ
が
ん
）
は
西
に
、
私
た
ち
が
い
る
此

岸
（
し
が
ん
）
は
東
に
あ
る
」
と
さ
れ
て

い
る
た
め
、
彼
岸
と
此
岸
が
最
接
近
す
る

春
分
の
日
と
秋
分
の
日
は
、
ご
先
祖
様
へ

も
っ
と
も
思
い
を
伝
え
や
す
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
春
彼
岸
は
３
月
１７

日
～
２３
日
で
す
。
気
温
も
暖
か
く
な
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
墓
参
り
な
ど

皆
様
も
こ
の
機
会
に
ご
先
祖
様
へ
の
思
い

を
お
伝
え
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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甘い香りがパーク内に軍艦島が見えました！

の
も
ざ
き
水
仙
ま
つ
り

　

長
崎
市
野
母
崎
地
区
で
「
の
も
ざ
き
水

仙
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
開
花
が
早
く
、
ま
つ
り
初
日

の
１
月
30
日
に
は
、
す
で
に
見
頃
に
。
２

月
１５
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

海
に
浮
か
ぶ
軍
艦
島
を
望
む
丘
一
面
に

は
、
約
１
，０
０
０
万
本
の
ス
イ
セ
ン
。

　

甘
い
香
り
と
雄
大
な
景
観
が
広
が
り
、

訪
れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
群
生
地
は
、
環
境
省
が
選
定
す
る

「
か
お
り
風
景
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

野
母
崎
の
ス
イ
セ
ン
は
、
Ｊ
Ａ
が
中
心

と
な
っ
て
産
地
化
を
進
め
、
い
ま
で
は
、

地
域
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
の
日
曜
日
に
は
、
数
量
限
定
で

ス
イ
セ
ン
の
花
束
を
来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
。

　

最
終
日
に
は
振
る
舞
い
鍋
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
さ
れ
、
野
母

崎
の
魅
力
を
存
分
に
楽
し
め
る
催
し
と
な

り
ま
し
た
。

知って得する農業者年金
農業者の方は、

国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」

に加入して安心で豊かな老後を！

一般終身年金で
安心！

●専門相談員
TEL：03-5919-0371

●企画調整室
TEL：03-5919-0332

https://www.nounen.go.jp/

独立行政法人 農業者年金基金

農業者年金の内容やご相談については、最寄りの農業委員
会かJAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

2025.5

詳しくは… 農業者年金 検 索

ポイント

1 農業者なら誰でも入れる

「終身年金」
ポイント

2

ポイント

3

一定の要件を満たす方には、

保険料の国庫補助
税制面で

大きな優遇措置
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３

理 事 会 報 告 令和７年度　第10回定例理事会　令和８年１月29日

■付議事項
第１号議案	 令和７年度期中監事監査回答に関する件
第２号議案	 大口融資先取引承認の件
第３号議案	 日本政策金融公庫（転貸資金）借入れの件
� ※すべて可決承認された。
■報告事項
１	〈監査室〉令和７年度第６回内部監査の結果について
２	 �〈監査室〉令和７年度現金現物実査（11月度）の結果に
ついて

３	 �〈監査室〉令和７年度現金現物実査（12月度）の結果に
ついて

４	 �〈総務部〉不祥事再発防止策取り組み状況報告につい
て（令和７年度第３四半期） 

５	 �〈総務部〉令和７年度コンプライアンス・プログラム第
３四半期進捗報告について

６	 �〈総務部〉反社会的勢力排除対応要管理先の第３四半
期対応状況報告について

７	 �〈総務部〉「疑わしい取引の届出状況」の報告（第３四
半期）について

８	 �〈総務部〉自主点検結果および臨店指導結果について
（令和７年度第２四半期） 

９	 �〈総務部〉令和７年９月30日 査定結果について
10	 �〈総務部〉第４回ALM委員会開催の報告について
11	 �〈各部〉実績報告
12	 �〈企画室〉その他
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友だち登録・フォローお願いします！
\ LINE / \ Instagram /

情報発信中！

とっておきの一枚とっておきの一枚

　取材で花き生産者の方のハウスにお邪魔させていた
だいた際、イタリアンポピーを何本かいただきました！ 部
屋に飾って作業していたら「パキ」っと、ポピーから音
がして、振り返るとポピーがつぼみを割って花を咲かせて
いました！ 思わずポピーに「すげえな！」と声をかけて
しまいました。朝起きてポピーとガジュマルに話しかける
のが日課です。� 長與　海帆

　ゆめずきんちゃんについて調べてみると、トートバッ
グやボトルなど、いろいろなグッズがあることを知りまし
た。中でも、ぬいぐるみがとてもかわいくて、思わず「欲
しいな」と思ったのですが、手に入るのはキャンペー
ンの時だけで、しかも抽選とのこと。
　今年も、長崎のいちごを買って応募するとグッズが
当たるキャンペーンがあるそうなので、管内産のいちごをたくさん味わ
いながら、チャレンジしてみようと思います。� 浦上　伊純

編 集 後 記

CHECK!

インスタグラム動画の撮影でお
邪魔した、花農家さんからいた
だいた花束の一枚。
ハウスに入った瞬間、洋菊の美
しさと種類の多さにびっくり！
私たちが普段手にしている花束
は、どんなふうに作られている
のか…
ぜひご覧ください♪


